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◎「5 月のみどり講習会」 

日時：５月 17 日（日）10:00～12:00 

場所：とんがりふれあい館ホール 

内容：①記念樹の育て方初歩講座  

②季節のﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽ（薬剤について） 

対象：記念樹申請者、受講希望者 

 ◎「5 月のみどり教室 生垣作り」 

日時＆場所： 5 月 24 日（日）10:00～12:00 安積の広場  

内容：樹木選びと年間管理 対象：受講希望者 

たい 

 

 

      
【水やり】春先に植え替えた樹木は、特に根づくま

での水の管理が重要です。庭植えをした場合、水や

りは必要ないと思いがちですが、そうではありませ

ん。植物には、水分と共に新鮮な酸素が必要なので、

水はけの良い土壌などの環境づくりが必要です。水

やりは、樹冠全体にかけてあげます。 

【肥 料】多くの樹種は、この時期には必要ありま

せん。ただ花後には、お礼肥として窒素成分が低め

の化成肥料を与えます。そうすることで次の花芽が

出来やすくなります。 

【病害虫防除】カエデ類は、アブラムシが新芽の所

に発生しています。それ以外の樹種でも酷い場合は、

新葉の所にぎっしりとついているのが見かけます。

葉が柔らかいうちに殺虫剤を散布すると薬害で葉を

いためることがあります。ケムシ類も見られ、食害

されている被害が出始めています。写真はボケの木 

 

に発生したオビカレハです。ふ化して広がらないうち

に退治します。成虫にならなければ次が発生しにくい

ので、早めの対応が重要です。生垣に利用されるベニ

カナメは、ごま色斑点病によって枯れてきている状況

です。殺菌剤をこまめに散布しないと防ぐことはでき

ません。病気は予防、害虫は早期の対応をすることで、

その後の発生を抑えるポイントになります。 

【剪定】常緑広葉樹（ツバキやサザンカなど）は、早

めに剪定を行い次の花芽が出来るようにします。混み

過ぎた内側の枝や徒長枝を切ります。風通しが良くな

り病害虫の防除にもなります。針葉樹も混み過ぎた枝

を剪定します。マツ類は新芽が伸びた今が、みどり摘

みの時期です。シャクナゲやツツジなどは、開花後に

花がらを摘み取って樹木が弱らないようにします。

（花が実を付けないようにします。） 

【植え替え】どのような樹木もこの時期の植え替えは

適しません。新芽が柔らかい時に根を切られること

は、大きなダメージとなり枯れてしまう事が多々あり

ます。常緑広葉樹は、葉が固まれば可能です。しかし

鉢植えなどを庭に植え付ける事は大丈夫です。ボタン

やシャクヤクが鉢植えで売られていますが、この両種

は花が終わっても鉢のままで管理をして、庭に植える

場合は秋まで待ちます。 

新緑に癒される季節となりました。 

五月の声と共に草も木も緑を増し、 

みずみずしくなってきました。 

ソメイヨシノは葉桜になり、 

これからは一段と華やかなサトザクラ 

の季節となります。春を彩った花から 

初夏にむけて変わっていき、眩しい 

新緑の中の公園散策やガーデニングに

は良い季節ですね。 
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【6 月のみどり講習会及びみどりの教室日程】 

※教室は、事前予約受付致します。また、諸事情により日程・内容が変更になる場合がありますので、事務所に 

お問い合わせください。教室の参加費は、無料です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街で見かけた植物

 

 

 

 

みどり講習会 

記念樹の育て方初歩講座 

日  時 内  容 場 所 定 員 

6 月 21 日（日） 

10：00～12：00 

・夏の管理 

・ツツジ類の開花後の刈込剪定

について 

とんがりふれ

あい館ホール 

・記念樹の申請者 

・受講希望者 

みどりの教室 

園内樹木観察会 

日  時 内  容 場 所 定 員 

6 月 14 日（日） 

10：00～12：00 
・樹木観察会と景色盆栽つくり 

園内 

とんがりふれ

あい館ホール 

15 名（無料） 

＊＊  ＊＊ 

クロフネツツジ「黒船躑躅」 

 ツツジ科ツツジ属（ロードデンドロン シュリッペンバキィー） 

ロイヤルアザレアとも呼ばれる、品がある淡いピンクの大輪の花がと

ても印象的です。落葉樹ですが開花時には新葉が少し開き始めと同時

に開花します。樹高は２ｍ以上に育つ大型のツツジです。雑木の庭に

も洋風の庭にも合うとても素敵なツツジです 

【マツのみどり摘み】 

マツ類は、この時期に新梢が伸びてきます。この伸

びてきた新梢を摘み取ることを「みどり摘み」と言い

ます。マツの成長を抑え綺麗な樹形を作るためには、

大事な作業です。指で折れる時期に行うのが適期で

す。やり方は、マツは一般的に 3 本の新梢を出しま

す。その中心の新梢を根元から摘み、それ以外の2 本

は先端の３分の２を摘み取ります。その残った梢か

ら２番目の梢（新芽）が出てきます。このみどり摘み

をしておくだけでも樹形が維持されます。 

 

 

 

マツ 

（みどりを摘む前） 

マツ 

（みどりを摘んだ後） 

園内のソメイヨシﾉが葉桜になりましたが、鮮やかな彩りのチューリップが咲

き誇り、その近辺が甘い香りに満ちています。「四季の花壇」の中に、右の写

真のようにシロタエギクが○○をかたどっています。みなさんは、何かおわか

りになりましたか？ 答えを見つけに、麓山の杜までお出かけください。 

 答えは、 
 


